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3． 配当予想の修正について 

 

 年間配当金 

   第 1 四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想（A） 

（2022 年５月 13 日公表） 
― 8.00 ― 8.00 16.00 

今回修正予想（B） ― 10.00 ― 10.00 20.00 

増減額（B－A） ― 2.00 ― 2.00 4.00 

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
― 8.00 ― 8.00 16.00 

 

 

4.  第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想の修正並びに配当予想の修正の理由 

 

(1)第２四半期累計期間の連結業績予想の修正の理由 

当第１四半期連結累計期間におきまして、海外及び国内需要が計画策定時の想定より堅調に推移し

たことや中期経営計画に沿った構造改革の実行による売上原価率の低減等により、当第１四半期連

結累計期間の営業利益は、第２四半期累計期間における連結業績予想の数値を上回って着地いたし

ました。 

したがいまして、直近の業績を反映し、2022 年５月 13 日に公表しました第２四半期累計期間の連

結業績予想を修正するものであります。 

 

(2)通期業績予想の修正の理由 

当連結会計期間におきまして、新種の変異型ウイルスによる感染が再拡大していることから、依然

として先行きは不透明な状態が続いておりますが、第２四半期累計期間における連結業績予想を上方

修正したことを受け、通期業績予想に織り込むとともに、第２四半期連結会計期間以降におきまして

も引き続き業績が堅調に推移することが見込まれるため、通期連結業績予想を修正するものでありま

す。 

 

   なお、通期連結業績予想の修正において営業利益 4,700 百万円を見込んでおり、中期経営計画の最 

  終年度である 2024 年３月期の計画数値を上回る見込みです。これを受け当社では、中期経営計画の目 

  標数値の見直しに着手しております。 

今後の業績の進捗と事業環境の変化を慎重に見極めながら、中期経営計画の新たな目標数値を検討

してまいります。数値が確定でき次第、あらためて公表を予定しております。 

 

（3）配当予想の修正の理由 

当社は株主に対する利益還元を経営の重要事項と考えております。 

      最近の業績動向を踏まえ業績予想を上方修正した結果、第２四半期累計期間において 1,300 百万円 

の親会社株主に帰属する四半期純利益、また、通期において 2,500 百万円の親会社株主に帰属する当 

期純利益を計上する見込みとなりました。第２四半期末の配当に関しましては、前回予想の 1 株当た

り８円から２円増配の 1 株当たり 10 円に、また、期末配当に関しましては、前回予想の 1 株当たり

８円から２円増配の 1 株当たり 10 円にそれぞれ修正させていただきます。これにより年間の 1 株当

たり配当金は前回予想の 1 株当たり 16 円から４円増配の 1 株当たり 20 円となる予定です。 

  今後も株主に対する継続的な利益還元のため、業績向上に努めてまいりますので、引き続きご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

※上記予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因に

より大きく異なる可能性があります。 

以 上 


